




The meaning of the value of diversity in the United States [Part I]: 
From the Perspective of Preventing Racial Division and Promoting Integration
茂木 洋平
桐蔭横浜大学法学部

















































桐蔭論叢 第 42 号（2020 年 6 月）



























































































































































































































































































ている 96）。差別の救済を理由に AA を正当
化しようとすると、黒人以外のマイノリティ
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